
(57)【要約】

【課題】本発明は、微小サージ電圧に対するバリスタ特

性を保持しつつ、薄型化を図った静電気対策部品を提供

することを目的としている。

【解決手段】複数の平面状の内部電極１１を埋設したバ

リスタ層１２と、このバリスタ層１２を積層したアルミ

ナを含有する基板１３と、バリスタ層１２の内部電極１

１に接続し、バリスタ層１２の側面に形成した端子１４

とを備え、バリスタ層１２と基板１３とは焼結させてバ

リスタ層１２の酸化ビスマスを基板１３に拡散させ、基

板１３に酸化ビスマス拡散層１６を形成した構成である

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
バ リ ス タ 層 と 、 前 記 バ リ ス タ 層 を 積 層 し た 基 板 と を 備 え 、 前 記 バ リ ス タ 層 は 少 な く と も 酸
化 ビ ス マ ス を 含 有 す る 材 料 か ら な り 、 前 記 バ リ ス タ 層 と 前 記 基 板 と を 焼 結 さ せ て 前 記 酸 化
ビ ス マ ス を 前 記 基 板 に 拡 散 さ せ 、 前 記 基 板 に 酸 化 ビ ス マ ス 拡 散 層 を 設 け た 静 電 気 対 策 部 品
。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 基 板 は ア ル ミ ナ 基 板 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 静 電 気 対 策 部 品 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 基 板 は ガ ラ ス を 含 有 す る ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 層 を 前 記 ア ル ミ ナ 基 板 に 積 層 し て 形 成 し た
請 求 項 ２ 記 載 の 静 電 気 対 策 部 品 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ガ ラ ス を 前 記 ア ル ミ ナ 基 板 に 拡 散 さ せ 、 前 記 ア ル ミ ナ 基 板 に ガ ラ ス 拡 散 層 を 設 け た 請
求 項 ３ 記 載 の 静 電 気 対 策 部 品 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 層 と 前 記 ア ル ミ ナ 基 板 と の 間 に 接 着 層 を 設 け る と と も に 、 前 記 接 着
層 を 介 し て 前 記 ガ ラ ス を 前 記 ア ル ミ ナ 基 板 に 拡 散 さ せ 、 前 記 ア ル ミ ナ 基 板 に ガ ラ ス 拡 散 層
を 設 け た 請 求 項 ３ 記 載 の 静 電 気 対 策 部 品 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 バ リ ス タ 層 に ガ ラ ス を 含 有 す る ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 層 を 積 層 し た 請 求 項 １ 記 載 の 静 電 気
対 策 部 品 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 バ リ ス タ 層 は 、 バ リ ス タ 材 料 の 粉 末 を 含 有 す る 未 焼 成 の グ リ ー ン シ ー ト を 複 数 積 層 す
る と と も に 焼 成 し て 形 成 し て お り 、 前 記 バ リ ス タ 材 料 の 粉 末 の 平 均 粒 径 を ０ ． ５ ～ ２ ． ０
μ ｍ と し た 請 求 項 １ 記 載 の 静 電 気 対 策 部 品 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 バ リ ス タ 材 料 は 、 主 成 分 を 酸 化 亜 鉛 と す る と と も に 、 添 加 物 を 少 な く と も 酸 化 ビ ス マ
ス と し 、 前 記 酸 化 ビ ス マ ス の 粉 末 の 平 均 粒 径 を １ ． ０ μ ｍ 以 下 と し た 請 求 項 ７ 記 載 の 静 電
気 対 策 部 品 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 バ リ ス タ 層 と 前 記 基 板 と の 間 に 接 着 層 を 設 け る と と も に 、 前 記 接 着 層 を 介 し て 前 記 酸
化 ビ ス マ ス を 前 記 基 板 に 拡 散 さ せ た 請 求 項 １ 記 載 の 静 電 気 対 策 部 品 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 基 板 は 、 電 子 部 品 回 路 を 形 成 し た 回 路 基 板 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 静 電 気 対 策 部 品 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 基 板 に は 、 前 記 バ リ ス タ 層 を 積 層 し た 側 と 反 対 の 側 に 、 電 子 部 品 回 路 を 形 成 し た 回 路
層 を 積 層 し た 請 求 項 １ 記 載 の 静 電 気 対 策 部 品 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 基 板 は 、 低 焼 成 温 度 セ ラ ミ ッ ク 基 板 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 静 電 気 対 策 部 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 各 種 電 子 機 器 等 に 用 い る 静 電 気 対 策 部 品 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 以 下 、 従 来 の 静 電 気 対 策 部 品 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 携 帯 電 話 等 の 電 子 機 器 の 小 型 化 、 高 性 能 化 は 急 速 に 進 み 、 そ れ に 伴 い 電 子 機 器 回
路 が 高 密 度 化 し 電 子 機 器 の 耐 電 圧 は 低 下 し て い る 。 そ の た め 、 人 体 と 電 子 機 器 の 端 子 が 接
触 し た と き に 発 生 す る 静 電 気 パ ル ス に よ る 機 器 内 部 の 電 気 回 路 の 破 壊 が 増 え て き て い る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 こ の よ う な 静 電 気 パ ル ス へ の 対 策 と し て は 、 静 電 気 が 入 る ラ イ ン と グ ラ ン ド 間 に
積 層 チ ッ プ バ リ ス タ 等 を 設 け 、 静 電 気 を バ イ パ ス さ せ 、 電 子 機 器 の 電 気 回 路 に 印 加 さ れ る
電 圧 を 抑 制 す る 方 法 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ９ は 上 記 積 層 チ ッ プ バ リ ス タ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ９ に お い て 、 積 層 チ ッ プ バ リ ス タ は 、 内 部 電 極 １ を 有 す る バ リ ス タ 層 ２ と 、 こ の バ リ
ス タ 層 ２ の 端 面 に 内 部 電 極 １ と 接 続 さ れ た 端 子 ３ と を 備 え て い る 。 バ リ ス タ 層 ２ の 上 下 面
に は 保 護 層 ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 静 電 気 パ ル ス の 対 策 に 用 い ら れ る 従 来 の 積 層 チ ッ プ バ リ ス タ に 関 連 す る 先 行 技 術
文 献 情 報 と し て は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ １ ６ １ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 従 来 の 積 層 チ ッ プ バ リ ス タ で は 、 バ リ ス タ 層 ２ の 物 理 的 な 強 度 の 制 約 か ら 、 あ る 程
度 の 厚 み を 確 保 し な け れ ば 割 れ や 欠 け が 生 じ る た め 、 薄 型 化 が 困 難 で あ る と い う 問 題 点 を
有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 長 さ １ ． ２ ５ ｍ ｍ 、 幅 ２ ． ０ ｍ ｍ 程 度 の 積 層 チ ッ プ バ リ ス タ の 場 合 、 ０ ． ５ ｍ
ｍ 程 度 以 上 の 厚 み が 必 要 で あ り 、 こ れ 以 上 に 厚 さ を 薄 く す る 場 合 は 、 長 さ と 幅 を 小 さ く せ
ざ る を 得 ず 、 微 小 サ ー ジ 電 圧 に 対 す る バ リ ス タ 特 性 を 保 持 し た ま ま 薄 型 化 を 図 る こ と は 困
難 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 を 解 決 す る も の で 、 微 小 サ ー ジ 電 圧 に 対 す る バ リ ス タ 特 性 を 保 持 し
つ つ 、 薄 型 化 を 図 っ た 静 電 気 対 策 部 品 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 以 下 の 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 バ リ ス タ 層 と 、 前 記 バ リ ス タ 層 を 積 層 し た 基 板 と を 備 え 、 前 記 バ リ ス タ 層 は
少 な く と も 酸 化 ビ ス マ ス を 含 有 す る 材 料 か ら な り 、 前 記 バ リ ス タ 層 と 前 記 基 板 と を 焼 結 さ
せ て 前 記 酸 化 ビ ス マ ス を 前 記 基 板 に 拡 散 さ せ 、 前 記 基 板 に 酸 化 ビ ス マ ス 拡 散 層 を 設 け た 構
成 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 基 板 に バ リ ス タ 層 を 積 層 し て い る の で 、 バ リ ス タ 層 の 機 械 的 強 度 が 小
さ く て も 、 基 板 の 機 械 的 強 度 が 付 加 さ れ る た め 、 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 特 に 、 単 に 基 板 に バ リ ス タ 層 を 積 層 し た だ け で は 、 バ リ ス タ 層 と 基 板 と の 剥 離 が 生 じ 易
い が 、 バ リ ス タ 層 は 少 な く と も 酸 化 ビ ス マ ス を 含 有 す る 材 料 か ら な り 、 こ の バ リ ス タ 層 と
基 板 と を 焼 結 さ せ て 酸 化 ビ ス マ ス を 基 板 に 拡 散 さ せ 、 基 板 に 酸 化 ビ ス マ ス 拡 散 層 を 設 け て
い る の で 、 バ リ ス タ 層 と 基 板 と が 一 体 的 な 物 質 と な り 、 バ リ ス タ 層 と 基 板 と の 界 面 部 分 に
お け る 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 結 果 、 微 小 サ ー ジ 電 圧 に 対 す る バ リ ス タ 特 性 を 保 持 し つ つ 、 薄 型 化 を 図 っ た 静 電 気
対 策 部 品 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 用 い て 、 本 発 明 の 全 請 求 項 に 記 載 の 発 明 に つ い て 説 明 す る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 静 電 気 対 策 部 品 の 断 面 図 、 図 ２ は 同 静 電 気 対 策 部
品 の 分 解 斜 視 図 、 図 ３ は 同 静 電 気 対 策 部 品 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に お い て 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 静 電 気 対 策 部 品 は 、 複 数 の 平 面 状
の 内 部 電 極 １ １ を 埋 設 し た バ リ ス タ 層 １ ２ と 、 こ の バ リ ス タ 層 １ ２ を 積 層 し た ア ル ミ ナ を
含 有 す る 基 板 １ ３ と 、 バ リ ス タ 層 １ ２ の 内 部 電 極 １ １ に 接 続 し 、 バ リ ス タ 層 １ ２ の 側 面 に
形 成 し た 端 子 １ ４ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 バ リ ス タ 層 １ ２ は 、 酸 化 亜 鉛 を 主 成 分 と し 、 少 な く と も 酸 化 ビ ス マ ス を 添 加 物 と す る バ
リ ス タ 材 料 の 粉 末 を 含 有 し た 未 焼 成 の グ リ ー ン シ ー ト １ ５ を 複 数 積 層 す る と と も に 焼 成 し
て 形 成 し て い る 。 特 に 、 バ リ ス タ 材 料 の 粉 末 の 平 均 粒 径 は ０ ． ５ ～ ２ ． ０ μ ｍ と す る と と
も に 、 酸 化 ビ ス マ ス の 粉 末 の 平 均 粒 径 は １ ． ０ μ ｍ 以 下 と し て い る 。 こ の グ リ ー ン シ ー ト
１ ５ に 銀 等 の 材 料 か ら な る 平 面 状 の 導 電 ペ ー ス ト を 積 層 す れ ば 、 バ リ ス タ 層 １ ２ に 内 部 電
極 １ １ を 埋 設 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 バ リ ス タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と は 焼 結 さ せ て バ リ ス タ 層 １ ２ の 酸 化 ビ ス マ ス を 基 板
１ ３ に 拡 散 さ せ 、 基 板 １ ３ に 酸 化 ビ ス マ ス 拡 散 層 １ ６ を 形 成 し て い る 。 バ リ ス タ 材 料 の 粉
末 を 含 有 し た 未 焼 成 の グ リ ー ン シ ー ト １ ５ を 焼 成 し て バ リ ス タ 層 １ ２ を 形 成 す る こ と と 、
バ リ ス タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と の 焼 結 は 同 時 に 行 っ て い る 。 こ の 際 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 基
板 １ ３ に 含 有 さ れ た ア ル ミ ナ 粒 子 の 界 面 に 酸 化 ビ ス マ ス 粒 子 １ ７ が 介 在 す る よ う に 、 酸 化
ビ ス マ ス は 基 板 １ ３ に 拡 散 さ れ る 。 基 板 １ ３ を 低 焼 成 温 度 セ ラ ミ ッ ク 基 板 （ 低 温 度 で 焼 成
可 能 な 未 焼 成 の セ ラ ミ ッ ク シ ー ト を 焼 成 し て 形 成 す る も の ） と す れ ば 、 低 温 度 で 焼 成 可 能
な 未 焼 成 の セ ラ ミ ッ ク シ ー ト に バ リ ス タ 材 料 の 粉 末 を 含 有 し た 未 焼 成 の グ リ ー ン シ ー ト １
５ を 積 層 し 、 こ れ ら を 一 般 の 温 度 よ り も 低 い 焼 成 温 度 で 同 時 焼 成 し て 、 バ リ ス タ 層 １ ２ と
基 板 １ ３ と を 焼 結 さ せ ら れ る の で 、 内 部 電 極 １ １ と し て 銀 等 の 材 料 を 用 い て も 、 熱 に 起 因
し た 悪 影 響 を 内 部 電 極 １ １ に 与 え る こ と も な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 バ リ ス タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と の 焼 結 前 に は 、 バ リ ス タ 層 １
２ と 基 板 １ ３ と の 間 に 接 着 層 １ ８ を 設 け て お り 、 バ リ ス タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と の 焼 結 の 際
に 、 こ の 接 着 層 １ ８ を 介 し て 酸 化 ビ ス マ ス を 基 板 １ ３ に 拡 散 さ せ て い る 。 焼 結 後 に は 、 こ
の 接 着 層 １ ８ は 完 全 に 消 失 す る 、 ま た は 、 そ の 成 分 の 一 部 が 接 着 層 １ ８ と し て 残 存 す る 、
ま た は 、 そ の 成 分 の 一 部 が バ リ ス タ 層 １ ２ ま た は 基 板 １ ３ に 拡 散 し て い る 。 バ リ ス タ 層 １
２ と 基 板 １ ３ と の 界 面 近 傍 の 成 分 組 成 分 析 グ ラ フ は 図 ６ に 示 す よ う に な り 、 バ リ ス タ 層 １
２ に は 主 成 分 の 酸 化 亜 鉛 と 酸 化 ビ ス マ ス が 含 有 さ れ 、 基 板 １ ３ に は 酸 化 ビ ス マ ス が 拡 散 さ
れ 、 そ の 含 有 量 が 多 い 部 分 に 酸 化 ビ ス マ ス 拡 散 層 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 基 板 １ ３ に バ リ ス タ 層 １ ２ を 積 層 し て い る の で 、 バ リ ス タ 層 １ ２ の 機
械 的 強 度 が 小 さ く て も 、 基 板 １ ３ の 機 械 的 強 度 が 付 加 さ れ る た め 、 薄 型 化 を 図 る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 特 に 、 基 板 １ ３ は ア ル ミ ナ を 含 有 す る ア ル ミ ナ 基 板 ２ ０ と し て い る の で 、 バ リ ス タ 層 １
２ の 機 械 的 強 度 よ り も ア ル ミ ナ 基 板 ２ ０ の 機 械 的 強 度 の 方 が 大 き く な り 、 バ リ ス タ 層 １ ２
を 非 常 に 薄 く す る と と も に 、 基 板 １ ３ そ の も の も 非 常 に 薄 く し て も 、 バ リ ス タ 層 １ ２ に 割
れ や 欠 け を 発 生 す る こ と を 抑 制 で き 、 薄 型 化 を よ り 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 基 板 １ ３ に バ リ ス タ 層 １ ２ を 積 層 し た だ け で は 、 バ リ ス タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と の
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剥 離 が 生 じ 易 い が 、 バ リ ス タ 層 １ ２ は 少 な く と も 酸 化 ビ ス マ ス を 含 有 す る 材 料 か ら な り 、
こ の バ リ ス タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と を 焼 結 さ せ て 酸 化 ビ ス マ ス を 基 板 １ ３ に 拡 散 さ せ 、 基 板
１ ３ に 酸 化 ビ ス マ ス 拡 散 層 １ ６ を 設 け て い る の で 、 バ リ ス タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と が 一 体 的
な 物 質 と な り 、 バ リ ス タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と の 界 面 部 分 に お け る 剥 離 を 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 特 に 、 バ リ ス タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と の 間 に 接 着 層 １ ８ を 設 け る と と も に 、 こ の 接 着 層 １
８ を 介 し て 酸 化 ビ ス マ ス を 基 板 １ ３ に 拡 散 さ せ て い る の で 、 酸 化 ビ ス マ ス が バ リ ス タ 層 １
２ か ら 基 板 １ ３ に 拡 散 さ れ る 際 、 バ リ ス タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と の 剥 離 が 抑 制 さ れ た 状 態 で
酸 化 ビ ス マ ス が 拡 散 さ れ る の で 、 拡 散 さ れ や す く 的 確 に 基 板 １ ３ に 酸 化 ビ ス マ ス 拡 散 層 １
６ を 形 成 し て 、 バ リ ス タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と の 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 バ リ ス タ 材 料 の 粉 末 の 平 均 粒 径 を ０ ． ５ μ ｍ ～ ２ ． ０ μ ｍ と し て い る の で 、 平
均 粒 径 が 小 さ す ぎ て バ リ ス タ 材 料 の 粉 末 を 含 有 す る 未 焼 成 の グ リ ー ン シ ー ト １ ５ を 形 成 で
き な く な っ た り 、 平 均 粒 径 が 大 き す ぎ て グ リ ー ン シ ー ト １ ５ を 焼 成 す る こ と が で き な く な
っ た り す る こ と を 抑 制 で き る 。 特 に 、 酸 化 ビ ス マ ス の 粉 末 の 平 均 粒 径 を １ ． ０ μ ｍ 以 下 と
す る こ と に よ り 基 板 １ ３ へ 拡 散 さ せ や す く 、 よ り 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 基 板 １ ３ は ガ ラ ス を 含 有 す る ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 層 １ ９ を ア ル
ミ ナ 基 板 ２ ０ に 積 層 し 、 バ リ ス タ 層 １ ２ の 酸 化 ビ ス マ ス を ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 層 １ ９ に 拡 散
さ せ て ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 層 １ ９ に 酸 化 ビ ス マ ス 拡 散 層 １ ６ を 形 成 す る と と も に 、 ガ ラ ス セ
ラ ミ ッ ク 層 １ ９ の ガ ラ ス を ア ル ミ ナ 基 板 ２ ０ に 拡 散 さ せ て ア ル ミ ナ 基 板 ２ ０ に ガ ラ ス 拡 散
層 ２ １ を 形 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 バ リ ス タ 層 １ ２ と ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 層 １ ９ と ア ル
ミ ナ 基 板 ２ ０ と が 互 い に 剥 離 さ れ に く く な り 、 特 に 、 バ リ ス タ 層 １ ２ は ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク
層 １ ９ と 接 触 し て い る の で 、 ア ル ミ ナ 基 板 ２ ０ と バ リ ス タ 層 １ ２ と が 接 触 し て い る 場 合 に
比 べ て 、 ア ル ミ ナ 基 板 ２ ０ が バ リ ス タ 層 １ ２ に 与 え る 影 響 が 少 な く 、 バ リ ス タ 特 性 の 劣 化
を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 層 １ ９ と ア ル ミ ナ 基 板 ２ ０ と の 間 に 接 着 層
１ ８ を 設 け る と と も に 、 接 着 層 １ ８ を 介 し て ガ ラ ス を ア ル ミ ナ 基 板 ２ ０ に 拡 散 さ せ て も よ
い 。 こ の 場 合 、 バ リ ス タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と の 焼 結 の 際 に 、 こ の 接 着 層 １ ８ を 介 し て ガ ラ
ス を ア ル ミ ナ 基 板 ２ ０ に 拡 散 さ せ て い る 。 焼 結 後 に は 、 こ の 接 着 層 １ ８ は 完 全 に 消 失 す る
、 ま た は 、 そ の 成 分 の 一 部 が 接 着 層 １ ８ と し て 残 存 す る 、 ま た は 、 そ の 成 分 の 一 部 が バ リ
ス タ 層 １ ２ ま た は ア ル ミ ナ 基 板 ２ ０ に 拡 散 し て い る 。 こ れ に よ り 、 ガ ラ ス が ガ ラ ス セ ラ ミ
ッ ク 層 １ ９ か ら ア ル ミ ナ 基 板 ２ ０ に 拡 散 さ れ る 際 、 ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 層 １ ９ と ア ル ミ ナ 基
板 ２ ０ と の 剥 離 が 抑 制 さ れ た 状 態 で ガ ラ ス が 拡 散 さ れ る の で 、 拡 散 さ れ や す く 的 確 に ア ル
ミ ナ 基 板 ２ ０ に ガ ラ ス 拡 散 層 ２ １ を 形 成 し て 、 ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 層 １ ９ と ア ル ミ ナ 基 板 ２
０ と の 剥 離 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 バ リ ス タ 層 １ ２ の 上 面 に ガ ラ ス を 含 有 す る ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 層 １ ９ を 積 層 し て
も よ く 、 こ れ に よ れ ば 、 バ リ ス タ 層 １ ２ の 酸 化 ビ ス マ ス が バ リ ス タ 層 １ ２ の 表 面 か ら 空 気
中 に 放 散 さ れ る こ と が 抑 制 さ れ 、 酸 化 ビ ス マ ス が 基 板 １ ３ に 拡 散 さ れ や す く な り 、 バ リ ス
タ 層 １ ２ と 基 板 １ ３ と の 剥 離 を 防 止 し や す く な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う な 静 電 気 対 策 部 品 に 別 の 抵 抗 や コ イ ル や コ ン デ ン サ 等 か ら な る 電 子 回 路 を 形 成
し て も よ い 。 例 え ば 、 電 子 部 品 回 路 を 形 成 し た 回 路 基 板 を 本 発 明 の 基 板 と し て 用 い た り 、
バ リ ス タ 層 １ ２ を 積 層 し た 側 と 反 対 側 の 基 板 １ ３ の 面 に 、 電 子 部 品 回 路 を 形 成 し た 回 路 層
を 積 層 し た り し て も よ い 。 電 子 部 品 回 路 は 、 薄 膜 形 成 等 で 形 成 す れ ば 薄 型 化 も 可 能 で あ る
。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 本 発 明 に か か る 静 電 気 対 策 部 品 は 、 微 小 サ ー ジ 電 圧 に 対 す る バ リ ス タ 特 性
を 保 持 し つ つ 、 薄 型 化 を 図 る こ と が で き る の で 、 各 種 電 子 機 器 等 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 静 電 気 対 策 部 品 の 断 面 図
【 図 ２ 】 同 静 電 気 対 策 部 品 の 分 解 斜 視 図
【 図 ３ 】 同 静 電 気 対 策 部 品 の 斜 視 図
【 図 ４ 】 基 板 に 拡 散 さ れ た 酸 化 ビ ス マ ス の 状 態 を 示 す 基 板 の 拡 大 模 式 図
【 図 ５ 】 バ リ ス タ 層 と 基 板 と の 焼 結 前 に お け る 同 静 電 気 対 策 部 品 の 断 面 図
【 図 ６ 】 同 静 電 気 対 策 部 品 の 成 分 組 成 分 析 グ ラ フ
【 図 ７ 】 他 の 実 施 の 形 態 に お け る 静 電 気 対 策 部 品 の 断 面 図
【 図 ８ 】 バ リ ス タ 層 と 基 板 と の 焼 結 前 に お け る 同 静 電 気 対 策 部 品 の 断 面 図
【 図 ９ 】 従 来 の 静 電 気 対 策 部 品 の 積 層 チ ッ プ バ リ ス タ の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ １ 　 内 部 電 極
　 １ ２ 　 バ リ ス タ 層
　 １ ３ 　 基 板
　 １ ４ 　 端 子
　 １ ５ 　 グ リ ー ン シ ー ト
　 １ ６ 　 酸 化 ビ ス マ ス 拡 散 層
　 １ ７ 　 酸 化 ビ ス マ ス 粒 子
　 １ ８ 　 接 着 層
　 １ ９ 　 ガ ラ ス セ ラ ミ ッ ク 層
　 ２ ０ 　 ア ル ミ ナ 基 板
　 ２ １ 　 ガ ラ ス 拡 散 層
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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